
6月 25日(水)６校時に生徒会による総合体育大会の壮行会が実施されました。私自身は出張が

ありメッセージを送ることになりましたが、とても熱気が感じられた会になったと聞きました。

会を運営してくれた生徒の皆さんありがとうございました。 

その際にもう少し伝えたかったこともありましたので、今回の学校便りにしたためます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            校訓『自主・創造・友愛』 

稲美町立稲美中学校 学校便り「支・励・睦」 

≪第 ４ 号≫ 令和７年６月26日 発行 

文責：学校長 奥 陽一  

   

 

 

 

  

支･励･睦 
見えない貢献者たち～縁の下の力持ちを讃えて～ 
 

さりげない気配りが生む安心感 

野球部のある生徒が自分の荷物を片付けた後、散らばっている 

他の部員の荷物や道具も静かに整理している光景を目にしました。 

「通る人が怪我をしないように」「次に使う人が気持ちよく準備 

できるように」という思いが、その丁寧な動作から伝わってきま 

す。顧問の先生から指示されたわけではありません。罰則がある 

わけでもありません。ただ、仲間を思う気持ちが、自然と行動に 

表れているのです。こうした何気ない配慮こそが、チーム全体の 

信頼関係を深めているのかもしれません。 

見えない支えが作る「当たり前」 

このような小さな行動を取り上げる理由は、みなさんとおなじである「ある生徒」が周りの人

にとって「当たり前」の快適な環境を作り出していることを知ってもらいたいからです。各部活

動ともに、練習に集中できる部室、安全に使える道具、整理された環境があります。これらは決

して偶然に生まれるものではありません。誰かの見えない努力と思いによって支えられている

のです。 

普段は気づかないかもしれませんが、チームメイトの一人ひとりが、それぞれの方法でチーム

全体を支えています。特に３年生には、こうしたことをじっくりと思い返してもらいたいので

す。道具の手入れをする人、後輩にアドバイスをする人、みんなが使う場所を整える人。そうし

た積み重ねのひとつひとつが、今の部の雰囲気を作っているのです。 

支え合う力を胸に、最高の舞台へ 

明日からの様々な大会において、当日は緊張で手が震えることもあるでしょう。思うような結

果が出ない場面に直面することもあるかもしれません。しかし、そんな時こそ思い出してくださ

い。あなたたちは一人で戦っているのではありません。チームメイト一人ひとりの支えがあり、

もっと大きな周囲の支えがあり、その積み重ねがあなたたちを今の位置まで押し上げてくれた

のです。 

 

壮行会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人ひとりの力は小さく見えても、仲間を思う気持ちが重なり合えば、それは計り知れない大

きな力となります。練習で培った技術と、普段から育んできた絆を信じて、チーム一丸となって

最高のプレーを披露してください。 

皆さんの健闘を心から応援しています。そして、勝敗を超えた、チームとしての成長した姿を見

せてくれることを楽しみにしています。 

 

新しい自分への挑戦 ～体験が教えてくれた「本気」の価値～ 

２年生は、６月２～６日までの５日間「トライやる・ウィーク」 

の社会体験活動を実施しました。この体験から多くのことをそれぞ 

れが感じ、学んだことでしょう。最も印象的だったのは、働く大人 

たちの「本気」の姿だったのではないでしょうか。責任感を持って 

取り組む真剣な表情、困難でも諦めない姿勢。そこには「自分のた 

めに本気になる」ことの大切さが表れています。 

皆さんは同時に気づいたはずです。本気で取り組んでいる人ほど、 

充実した表情をしていることを。つまり「幸せは自分自身が決める」 

のです。同じ環境でも、自分の心の持ち方次第で毎日の価値が全く 

変わってくるのです。 

この学びを学校生活で実践してみてください。日々の学習や行動を｢言われるから｣とか｢怒ら

れないようにするため｣ではなく、｢自分の理解度を確認し、弱点を克服するため｣と考える。部

活動で行う繰り返される基礎的な練習を｢仕方なく｣ではなく、「自分の技術向上とチームの成長

のため」と捉えるのです。この意識の変化が、あなたの行動を変えます。 

心が変われば行動が変わり、行動が変われば結果

が変わります。そして、結果が変われば自信が生ま

れ、更なる挑戦への意欲が湧いてきます。明日から

の学校生活で、｢自分のために本気になる｣場面を見

つけてください。あなたの新しい一歩が、充実した

毎日を作り出せます。 

 

 

７月の行事予定 

１日(火) 各委員会 
２日(水) 修学旅行発表会 

トライやる合同発表会・全校委員会 
３日(木）学校運営協議会 
５日～６日 東播総体(バスケットボール) 
６日(日) コスモ吹奏楽祭 
９日(水) 生徒総会 
10～11日 三者面談 
12日～13日 東播総体 

14～16日 三者面談 
18日(金) 1学期終業式 
19日～8月 31日(日) 夏季休業日 
23日(水)～兵庫県総体(～30日) 
26日(土) 東播吹奏楽コンクール 
 

第２学年 掲示黒板 

活動の様子(出荷作業) 


